
･家庭生活を支えているものや大切さを理解し、日常生活に必要な衣食住や家族の生活などに関する基
礎的・基本的な知識を身に付けている。

　学習態度（発表、実習の様子など）、学習プリント、テスト、作品

（１）衣食住や家族の生活などに関する実践的・体験的な活動を通して、自分の成長を自覚するとともに、家庭
生活への関心を高め、その大切さに気付くようにする。
（２）日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技能を身につけ、身近な生活に活用できるようにする。
（３）自分と家族などとのかかわりを考えて実践する喜びを味わい、家庭生活をよりよくしようとする実践的な態度
を育てる。

◆　評価の観点

前
期

･衣食住や家族の生活などを見直し、課題を見つけ、その解決を目指して家庭生活をよりよくするために
考えたり自分なりに工夫したりしている。

○さあ、家庭科を学びましょう
○見つめてみよう　わたしと
　 家族の生活
○はじめてみよう　ソーイング

○わくわくミシン

○できるようになったかな
   家庭の仕事
○かたづけよう　身の回り

・これまでの自分の成長を見つめ、見通しをもって学習に取り組もうとする。
・1日の生活を見つめ、家庭生活に関心をもち、家庭生活と家族の大切さに
気づく。
・手縫いに関心をもち、簡単な縫い方ができる。
・製作に必要な用具について知り、安全に取り扱うことができる。
・ミシンに関心をもち安全に操作し、直線縫いができる。
・布に関心をもち、製作計画を立てて製作し、生活に生かそうとする。
・家庭生活に関心をもち，家族の一員として仕事を分担する。

・身の回りの整理整とんに関心をもち、気持ちよく過ごそうとしている。
・整理整とんのしかたがわかり、工夫できる。

・自分の成長と衣食住や家族の生活などについて関心を持ち、その大切さに気付き、家族の一員として家
庭生活をよりよくするために進んで取り組み実践しようとする。

･生活の自立の基礎として日常生活に必要な衣食住や家族の生活に関する基礎的・基本的な技能を身に
付けている。

５学年　家庭科　授業計画

・調理に関心をもち、簡単な調理をしようとしている。
・材料や目的に応じてゆで卵・ゆで野菜の調理ができる。
・用具や食品の安全な取り扱い方やゆで方がわかる。
・毎日の食事や使われている食品に関心をもち、バランスを考えた食事をし
ようとする。
・食品の栄養的な特徴や食品の組み合わせに関心をもつ。
・ごはんやみそ汁に関心をもち、調理することができる。
・物や金銭の使い方に関心をもち、適切に買い物をしようとする。
・目的に合った物の選び方や買い方ができる。
・ボタンつけやいろいろな縫い方ができる。
・小物を製作することができる。
・寒い季節の衣服の着方や住まい方に関心をもち、快適に生活しようとす
る。
・衣服のはたらきがわかり、着方を工夫することができる。
・あたたかく、明るい住まい方が工夫できる。
・家族とのふれあいや団らんに関心をもち、楽しく工夫することができる。

○はじめてみようクッキング

○元気な毎日と食べ物

○じょうずに使おう　物やお
金

○楽しい小物づくり

○寒い季節を快適に

○家族と　ほっとタイム
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後
期

◆　教科の目標

学習すること 学習のポイント

◆　評価の方法

◆　学期ごとの学習内容と学習のポイント


